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■□■ショートコメント■□■ 

◆本作のチラシには次の見出しが踊っている。 

 

 

 

◆“天使のように美しい少年”を主人公にした映画はたくさんあるが、１９７１～７２年に

かけて、アルゼンチンのブエノスアイレスでは、「黒い天使」と呼ばれたカルロス・ロブレ

ド・プッチが強盗と殺人を繰り返していたらしい。このカルロスは、メディアから「ジャ

ッカル」、「童顔のモンスター」などと呼ばれ、ある警官は「まるで青年版のマリリン・モ

ンローのような美しさだった」と語っていたそうだ。 

日本では、私の中・高校時代に「美しい十代」でデビューした歌手・三田明が「最高に

美しい顔」と絶賛されていた。たしかに、ルイス・オルテ監督がこのカルロス・ロブレド・

プッチにインスパイアされて、本作でスクリーン上に登場させた少年カルリートスを演ず

永遠に僕のもの 

2018年／アルゼンチン、スペイン映画 

配給：ギャガ／115分 

2019（令和元）年8月21日鑑賞 シネ・リーブル梅田 

 

★★★ 
監督：ルイス・オルテガ 

出演：ロレンソ・フェロ／チノ・ダ

リン／ダニエル・ファネゴ／

セシリア・ロス／メルセデ

ス・モラーン／ルイス・ニェ

ッコ／マレーナ・ヴァラ 
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るロレンソ・フェロの美しさは抜群だ。 

 

◆チラシには、本作のストーリーが次のとおり紹介されている。 

 

 

◆本作をどう理解し、どう解釈するかは難しい。この主人公を「魅力的！」などと言っ

てはえらいことになるし、逆に「精神異常！」と片付けてしまうのも気が引ける。さて、

あなたは『永遠に僕のもの』という邦題と共に、本作をどう解釈？ 

 

２０１９（令和元）年８月２３日記 

 

 


